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特集 Minimalismを極める第 5回 抜歯即時埋入・即時荷重の基本原則
抜歯即時埋入・即時荷重の基本原則 /即時荷重の基本手順

• FINESIA®インプラントの臨床 -Tissue Levelと Bone Levelの採用基準 - 

• 審美領域のインプラント治療戦略③ Semilunar coronally repositioned flapの応用による再建

• エビデンスにはとらわれない臨床経験から紐解くインプラント治療の疑問

• 10秒でできる減張切開

• 最大咬合力制御を目的とした口腔内フォースコントロールの新たな試み -H-N式歯科ボツリヌス療法 -

• インプラントアンカーを用いたガミーフェイス患者の矯正治療、補綴治療

インプラントジャーナル

“入れない”という選択
グラフトレスサイナスリフトはこれまでの常識を変えるのか

FINESIA®インプラントによるショートインプラントの適応戦略

4S conceptに基づいたインプラント治療を用いた
オープンバイトの咬合再構成

Combination Graft（硬軟組織グラフト）を併用した
インプラント治療による再建

• インプラント補綴の噛み合わせってどう考えたらいいの ?
• インプラントオーバーデンチャー（IOD）
簡単そうだけど注意点はあるの？

④
アドバンスと言う勿れ

アバットメントスクリュー破折症例における
スクリュー破断面についての考察

インプラント臨床研究

エクソソームのインプラントにおける臨床応用
抜歯即時埋入 vs 待時埋入

サイトカイン療法

特集

　上顎洞底挙上における骨補填材の填入は、治療の長期化とともに骨補填材の漏出による感染や上
顎洞炎を惹起するリスクが常につきまとっていました。上顎洞底挙上部位に骨補填材を“入れない”
という選択は、骨補填材に由来する感染リスクはなく、血餅由来の骨形成が生じるため治癒期間も
圧倒的に早くなります。
　本特集では、この選択がインプラント治
療にどのような効果を発揮し、患者にどの
ような利益を与えられるのかについて解説
します。
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